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所
管

教育委員会

年度

委託内容
なし

校区立小学校数 19

0

1,043

長期総合
計画体系

 [基本目標]

直接的な対象：区立小学校　　　　最終的な対象：区立小学校在学児童

平成

年度

事業区分

教育

平成２９年度　事務事業評価シート

（３）社会を生き抜く力を育てる教育の推進

なし根拠法令等

目的達成度 4

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
19

区立小学校図書館の蔵書を充実し、読書活動を推進することにより、児童の国語力の向上を図るとともに、情操教育の効果
を高める。

17,976

0

19

中央図書館と各学校図書館のネットワークによる図書情報の共有化
一部委託

学校図書館の蔵書の充実により、文部科学省設定の学校図書標準（学校ごとの学級数に応じて学校図書館の標準図書数
を定めたもの）を目途に、区立中央図書館との連携を図り、学校図書館の効果的な運営を行う。また、図書の蔵書検索及び
貸出用パソコンとソフトウェアの借上を行う。

補助金の有無

事業対象

事務事業名 小学校図書環境整備

　

庶務課

行政計画 事業NO. 229 計画事業名
事業の開始・終了年度

小中学校における図書環境整備

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

⑤教育環境の整備

その他 〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

19,640

0

0

17,976

0

1,159

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

19,135

19,135

0

19,789

0

19,640

各校の学校規模に応じた図書整備を実施した結果、学校図書標準を全校で達成できた。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

全校において学校図書標準は達成しているものの、引き続き、児童の活発な読書活動の推進
のため、古い図書の買い替えや時代に合わせた図書の充実を継続的に進めて行く必要があ
る。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

国語力の向上と情操教育の効果を高めるため、児童が興味、関心を持つ図書の充実を図る必要がある。

維持

評
価
結
果

学校図書標準は全校で達成されている。

3 学校規模に合わせた、適切な蔵書の充実が図られている。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

18,597

18,597

成果指標
学校図書標準達成校

1,105　人にかかるコスト（人件費など）

学校規模に応じた適切な量の本を購入しており、効率的な運営ができている。

505

18

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 19,789

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

19

493 481冊

17

18,684

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２６年度

校

　決算額　　(単位：千円) 18,683

１校あたり図書購入数

19


